
■人口 314,338人［６月末日現在（−234）］ ■火災件数 14件［６月分（＋8）］ ■交通事故件数 837件［６月分（−111）］（前年比）

８月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

「働く」ということは、障害の有無
に関係なく、生活基盤の安定に不可
欠であるとともに、社会の構成員と
して参加している喜びを感じる機会
でもあります。
障害のある人が事業所に雇用され

るケースは、平成14年度以降増加し
ており、平成23年６月の時点で、全
国の民間事業所における障害者雇用
率は1.65％まで増加しました。しか
し従来より、一定の従業員数を超え
る事業所には、障害者雇用率を1.8％
以上とすることが法律で義務付けら
れており、来年４月１日から、この
基準が2.0％に引き上げられること

が決定されています。
【就労に向けた支援】

このような現状を踏まえ、本市で
は知的障害のある人を対象に、就労
に必要な知識やマナー、コミュニケ
ーション能力を養う講座を開催して
います。また、一定の条件で障害の
ある人を雇用した事業所に奨励金を
交付したり、国と協力して、事業所
との橋渡しを行うための就職面接会
を開催するなど、さまざまな就労支
援を行っています。さらに事業所へ
の訪問を行いながら、雇用に関する
制度を周知するなどの啓発活動も行
っています。

誰にでも働く権利があります。今
後も市として、その能力と特性に応
じた職に就き、地域で自立した生活
を送ることができるような社会の実
現を目指していきます。

障害のある人の雇用に向けて 人権のひろば～人権・同和教育シリーズ～
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昨年度の知的障害者就労支援講座の様子

■お問い合わせ先
商業勤労課

（緯354－8175 胃354－8307）

今年度の表紙のテーマは、「スポーツで頑張る市民」です。
全12回さまざまな種目のスポーツに打ち込む人々をご紹介します。

今回は、昨年のイ
ンターハイでシング
ルス・ダブルス・団
体の３冠に輝いたテ
ニスの強豪校、四日
市工業高等学校テニ
ス部の皆さんに表紙
を飾っていただきました。

２年連続インターハイ３冠を目指
して、毎日、夜遅くまで一生懸命に
練習している選手の皆さん。
今回は、団体戦メンバー５人に、

インターハイへの意気込みを聞きま
した。

爽やかな笑顔で取材に応じていただいた選手の皆さん。ひとたび練習に戻
ると、真剣な表情でボールを打ち合う
姿は、すごい迫力でした。インターハ
イ３冠目指して頑張れ！

■後藤くん（３年） 今年は、追われる立場に
なるが、挑戦者の気持ちを忘れずに、昨年
に続き３冠を目指したい。

■長田くん（３年） 試合前はいつも緊張する
けど、昨年の経験を生かして、２連覇を目
指してがんばりたい。

■戸松くん（２年） 学校の代表として、正々
堂々とプレーしたい。

■坂本くん（２年） 徳丸先生のアドバイスを
聞いて、一戦一戦、100％の力を出しきっ
て、勝てるようにがんばりたい。

■山佐くん（１年） チームが良い雰囲気で試合できるように声を出し、試合
ではベストを尽くして、チームに貢献できるようにがんばりたい。

取 材 後 記

■お問い合わせ先
広報広聴課

（緯354－8244 胃354－3974）
「
広
報
よ
っ
か
い
ち
」は『
再
生
紙
』と
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。不
要
に
な
っ
た
ら
リ
サ
イ
ク
ル
へ

見
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

写真前列左から、坂本徹くん、後藤
てつ

翔太郎くん、長田和典くん、
後列左から、徳丸真史先生、戸松昌

まさ し

伸くん、山佐輝くん
ひかる




